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年頭にあたり謹んでご挨拶を申し上げます。 

昨年を振り返りますと全国で地震や台風が発生したなか、北海道でも 9 月 6 日に北海道胆振東

部地震が発生し全道で継続した停電の被害を受けることになりました。自家発電により診療を継続

した施設も多数あり、水と電気を必要とする透析の施設では全道で切迫した状況での対応を迫られ

たと思います。災害時の情報共有として当会のメーリングリストを利用して施設情報を募り情報収

集に努めましたが、道内すべての施設が被災した状況のなか、多忙の中情報提供にご協力いただき

ました施設にはお礼申し上げます。今後は災害対策マニュアルによる災害時の当会対応を検討して

おります。マニュアル運用時には皆様のご協力が必要となりますのでよろしくお願いします。 

予てから、お伝えしています支部制導入についてですが、いよいよ導入予定の 2020 年が来年と

なりました。1988 年の団体設立より現在 1200 名を超える会員を有する団体となり、北海道で従

事する臨床工学技士がまとまり、道内全域に当会事業を浸透させ理解していただくために支部制の

導入を進めております。各支部での事業遂行のためにはより多くの会員の皆様のご協力が必要とな

りますのでよろしくお願いします。本年の第 30 回北海道臨床工学会は、11 月 30 日より 2 日間開

催の記念大会として催す予定ですので多数のご参加と演題登録をお待ちしております。 

今後の事業としては、手術室業務指針（仮名）の作成、WEB 上でのカンファレンス、災害対策

マニュアル運用開始など、新たな取り組みによる当会の発展と皆様への事業提供を計画しておりま

す。 

 そして、当会が職能団体として今後も発展できるよう、未来の臨床工学技士が安心して従事でき

るように、継続した努力と、これまでの積み重ねを重んじ執行部一同最大限尽力する所存ですので、

皆様にはご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

 おわりに、本年が皆様にとって実り多い年になることを、心より祈念いたします。 

平成 31 年 1 月 1 日 

 公益社団法人 北海道臨床工学技士会会長 大宮裕樹 
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2018 年 10 月 28 日（日）KKR 札幌医療センタ

ーにおいて第 13 回医療安全セミナーが開催され

ました。今回は「医療現場のモニタリングを活用

しよう！」というテーマで、医師、臨床工学技士、

メーカーの分野から講師をお招きし、ICU・手術

室、NICU、一般病棟におけるモニタリングにつ

いてそれぞれの視点からご講演していただきま

した。 

PHILIPS ヘルスシステムズの三浦峻先生から

は、主に ICU での心電図モニタに関するアラーム

マネジメント、患者以外の要因で発生するテクニ

カルアラームを適切に設定・管理する事で、致死

的不整脈など迅速に対応できる環境づくりが大

切であるというお話をいただきました。 

札幌医科大学 医学部麻酔科学講座 助教の吉

川裕介先生からは、非観血的血圧測定(NIBP)と観

血的血圧測定(ABP)で得られる血圧の値をどのよ

うに扱うべきか、その測定原理や測定精度、値に

影響を与える様々な要因についてご講演してい

ただきました。日常、当たり前のように扱ってい

る血圧値が案外不確定要素を多く含んでおり、一

概に数値だけで判断してはいけないのだと改め

て感じました。 

手稲渓仁会病院 麻酔科部長 横山健先生から

は「いまどきの循環モニタリング」と題して、麻

酔科医からの視点でどのように各モニタリング

を見ているか、心機能に関するモニタリングとそ

の考え方について深い内容までご講演していた

だきました。 

旭川医科大学病院 診療技術部 臨床工学技術

部門 技士長の宗万孝次先生からは、人工呼吸器

のグラフィックモニター波形からわかる事につ

いて様々な症例を提示しながら、分かり易くご講

演していただきました。臨床工学技士が強みを発

揮できる分野であると思いました。 

日本光電株式会社の木村拓先生からは、メーカ

ーがデバイスを開発する際の工夫や仕組みにつ 

会場風景 

いて、新生児のモニタリング機器に注目しご講演

していただきました。メーカーが現場の意見を取

り入れてデバイスを開発・改良していき、その結

果患者にとって良い製品が提供出来る事は大切

なプロセスであると感じました。 

フクダ電子 北海道販売株式会社の川島洋先生

からは、一般病棟での心電図モニタでテクニカル

アラームを減らすために取り組む事、基本的な心

電図モニタ波形の見方についてご講演していた

だきました。 

合計で 6 人の先生にご講演していただきました

が、学ぶことが多いセミナーとなっていました。

セミナーを通じ医療安全について、初めて知る知

識や改めて考え直すきっかけを得るという意味

で有意義であり、会員の皆様のみならず他の医療

職の皆様にもお勧めできる内容となっていたと

思いました。今後も開催されるセミナーに、他職

種の皆様が参加されることで、より一層安全な医

療を提供することにつながるのではないかと思

いました。 

ご多忙の中、ご講演頂いた先生方、参加された

皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

広報 東  

2018 年 10 月 21 日（日）に北海道大学学術交

流会館にて、第 19 回北海道透析技術談話会が北

海道臨床工学技士会と共催で開催されました。 
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当日は、秋晴れの快晴で久しぶりの暖かい日と

なり、会場には 2 階講堂を埋める、約 180 名の参

加者が訪れ、活気のある会となりました。 

はじめに、北海道透析技術談話会の代表世話人

大澤貞利氏（釧路泌尿器科クリニック 副院長）

から、「来年は 20 回目を迎える北海道透析技術談

話会に関して、より臨床への情報提供をできるよ

うに企画したい」とあいさつがあり、継続して北

海道の透析分野での情報交流会として期待され

ます。 

今回のテーマは「人工腎臓の診療報酬改定のポ

イントと今後の展望」として、人工腎臓に関わる

7 社の開発・販売の各担当者より、新しい診療改

定での押さえておくポイントと、今後の人工腎臓

領域での注目すべき技術に関して、説明がありま

した。 

ランチョンセミナーでは、北彩都病院 臨床工

学課 中谷隆浩先生より、道内屈指の規模を誇る

施設としての、設備のこだわりや、安全対策そし

て、治療を滞りなく行うための取り組みについて 

会場風景 

会場風景 

2018 年 11 月 17 日（土）に札幌北楡病院講堂

におきまして、アフェレシス血液浄化技術セミナ

ー2018 が開催されました。 

セミナーでは技術講演が 3 演題企画され、ニプ

ロ株式会社からは、「ニプロが考える持続緩徐式

血液濾過器とは」、バクスター株式会社からは、

「血液浄化装置プリズマフレックスとセプザイ

リスの展望」、株式会社カネカからは、「患者背景

に応じた透析アミロイド症の治療‐リクセルの

役割－」というテーマで講演をしていただきまし

た。最初の 2 社からは、持続緩徐式血液濾過器の

特徴と最新の情報を説明していただき、明日から

の業務にとても役に立つ内容となっておりまし

た。また、3 社目の株式会社カネカからは、透析

アミロイド症治療について多くのデータから説

明していただき、改めてアミロイド症治療の重要

性を再認識いたしました。 

午後のランチョンセミナーからは、第 38 回日

本アフェレシス学会北海道地方会となり、ランチ

ョンセミナーでは東レ・メディカル株式会社か 

写真を交えお話ししていただきました。 

各社の発表後、今回の演者を壇上に向かえて、

総合討論を行い、会場からは鋭い質問も飛び出

し、今後の透析診療の方向性や、解釈について時

間をオーバーするほどの討論となりました。 

広報 日沖 

講演中の中谷隆浩先生 



2019-(4)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１９年０１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら、「重症病態に対する急性血液浄化に関して」

というテーマで講演いただきました。また、引き

続いて行われました一般演題では 9演題が発表さ

れ、北海道大学病院の千葉さんと社会医療法人母

恋日鋼記念病院の庄司さんが優秀演題として選

ばれておりました。最後の特別講演には旭化成メ

ディカル株式会社から「血漿交換療法の保険適用

疾患の現状と変更点」というテーマで講演いただ

き、血漿交換療法の保険適応の変更となった点を

わかりやすくお話ししていただきました。 

本セミナーは、アフェレシス血液浄化技術セミ

ナーとアフェレシス学会北海道地方会との合同

開催であり、アフェレシス技術認定士の取得単位

は 2 倍となります。来年は、ぜひ多くの方々に参

加いただき、奥の深いアフェレシスについて共に

学ぶことができたら幸いと思います。 

広報 澤崎 

大会長の浦茂久先生 

演されました。機器の使用目的や基本的なアラー

ム、バッテリー動作について、インシデント事例

を交えながらわかりやすく説明し、会場からも多

くの質問が寄せられていました。 

講演に引き続き、座学で説明した医療機器をメ

ーカー協力のもと会場内に設置し、実際に触れて

もらうという場が設けられました。実技の場面で

は、各委員が担当の機器を参加者に説明し、実際

に操作し間近で感じることでより理解が深まっ

たと感じました。皆さん熱心に説明を聞いてい

て、日常業務で困ったことや疑問について質問が

寄せられ、説明する我々も熱が入りとても充実し

た時間となりました。実技の時間は 1 時間でした

があっという間に過ぎてしまったというのが感

想でした。 

 

2018 年 11 月 25 日（日）札幌医学技術福祉歯

科専門学校において、一般社団法人北海道臨床衛

生検査技師会主催による「多職種連携のための臨

床検査技師能力開発講習会～知ってつながるワ

ンチーム～」が開催されました。 

当技士会から公益事業推進委員会が中心とな

り参加し、橋本佳苗副会長が「知っておくべきベ

ッドサイド機器管理」と題して輸注ポンプや、生

体情報モニタ、AED などの医療機器について講

演 

会場風景 

実技風景 
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＜術後の輸血ミスで死亡 

 山形・遺族が担当医を告訴＞ 

山形市内の病院で 2017 年 9 月、手術を受けた

市内の 50 代女性が術後に急死したのは、医師ら

が輸血の際に注意義務を怠り、肺の毛細血管を詰

まらせたことが原因だとして、遺族が山形署に業

務上過失致死容疑で担当医師を刑事告訴したこ

とが 17 日、関係者への取材で分かった。同署は

受理し、近く当事者から事情を聴く方針。 

関係者の話を総合すると、女性は脊髄（背骨）

の黄色靱帯（じんたい）が骨のように固まり神経

などを圧迫する病気を患い、17 年 9 月に同病院

で手術を受けた。手術は 6 時間ほどで終了し、成

功したが、その日のうちに容体が急変して死亡が

確認された。 

死因が判然としないため、病院が病理解剖を行

った結果、微細な骨が肺の毛細血管に詰まったこ

とによる「急性肺塞栓症」を起こして亡くなった

ことが判明。女性は手術後、フィルターを通して

術中に出た血液を再度、自らの体内に戻す「回収

血」による輸血を受けており、この中に、手術で

骨の一部を削るなどした際に出た骨のかけら（骨

片）が混ざっていたとみられる。 

血液を回収する装置の取扱説明書には、回収血

を体内に戻す場合の注意点として、微細な骨片を

取り除くことができる（目の細かい）フィルター

を透過させる必要がある―などと記載があった。 

 

しかし病院側は目の粗いフィルターを通して輸

血。手術や術後のケアに携わった医師らはこうし

た注意点を認識していなかったという。 

関係者の話では、病院側は遺族に対し、輸血時

のミスを認めている。遺族は、病院側が輸血時の

フィルター使用に関する注意義務を怠ったこと

と、肺塞栓症による死亡に因果関係が認められる

と指摘し、医療従事者として女性が死亡する危険

性があることを予測できたはずだと主張。ずさん

な管理体制による医療事故だとして、刑事責任を

追及するため告訴に踏み切ったとみられる。 

山形新聞の取材に対し同病院は、女性が術後に

死亡したことを認めた上で「外部の医師らを招い

た医療事故調査委員会を設置して原因を調査し、

今年 9 月上旬までに結果を遺族に伝えた」と説

明。「現在は賠償について遺族と弁護士が協議し

ているが、死因などを含め現時点で話せることは

ない」としている。 

2018 年 10 月 18 日（木）配信山形新聞 

＜手術で心臓を損傷、患者死亡 

 京都の病院、医療事故を公表

＞ 
 京都府内の病院では 26 日、心臓の手術を受け

た 60 代後半の女性患者が死亡する医療事故があ

ったと発表した。手術中に使用したカテーテルを

引き抜く際に心臓を損傷し、意識が回復しないま

ま 4 カ月後に亡くなったという。 

病院によると、患者は大動脈弁狭窄（きょうさ

く）症で今年 6 月、人工の弁に置き換える手術を

実施した。心臓の機能を詳しく確認するため、首

の辺りから肺動脈まで届くカテーテルを入れて

手術を開始。人工心肺につなぎ、弁を置き換えた。

手術後にカテーテルを動かしたところ、体内で多

量に出血。すぐに開胸する手術をしたが、心臓が

大きく傷ついていたという。 

病院は調査委員会を設置。調査委は、手術で血

管を縫合した際に肺動脈カテーテルも一緒に縫

い込んでしまったと推定。一方で、「縫い込みに気付

くのは難しい。類似例の発生防止のためにルールが 

 

◆RMニュース◆ 
 

今回の講習会を通じて、他職種との交流の良い

機会となったと感じ、私自身も改めて連携・交流

の大切さを認識しました。今後もこのような機会

があればぜひ参加したいと思うような内容でし

た。この場をお借りして、今回お招きいただいた

一般社団法人北海道臨床衛生検査技師会の皆様、

講演にご協力していただいた皆様に感謝申し上

げます。 

広報 東 
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2019 年 2 月 16 日（土） 

「ロボット手術学術セミナー」 

 会場 北海道建設会館 9 階大会議室 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2019 年 2 月 24 日（日） 

「第 15 回卒後教育セミナー～今一度、基礎に 

戻ろう！デバイス業務 PM・ICD・CRT-P D～」 

 会場 ムトウ本社 6F 会議室 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2019 年 3 月 10 日（日） 

「手術室安全セミナー」 

 会場 KKR 札幌医療センター 3 階会議室 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2019 年 5 月 18 日（土）～19 日（日） 

「第 29 回日本臨床工学会」 

会場 マリオス（盛岡市民文化ホール）ほか 

http://www.jace2019iwate.jp/ 

****************************************** 

 

体内に入れる医療機器について、世界各国で報

告されたリコール（回収・修理）情報や安全上の

警告を、国際調査報道ジャーナリスト連合（ICIJ）

がまとめた。医療機器が国境を越えて流通する一

方、各国で不具合に関する情報を共有する仕組み

はないとされ、事故の再発防止に役立てることが

狙いだ。 

朝日新聞など ICIJ と提携する計 36 カ国、59

の報道機関が、各国で 1500 以上の情報公開請求

を行い、計 800 万超の記録を得た。ICIJ はこの

うち、第１弾として米国や豪州、カナダ、インド、

スペイン、メキシコ、フィンランドなど計 10 カ

国から得たリコール情報や安全上の警告につい

て、計７万件超をデータベース化。米東部時間

25 日正午（日本時間 26 日午前 2 時）に公開し、

専用 URL（https://medicaldevices.icij.org）で検

索できるようにするとしている。今後、日本の情

報を加えるなど、分量を増やす方針という。 

データベースの利用者は、国やメーカー、機器

の名前で検索すれば、リコールや安全上の警告が

得られる。同種の情報はこれまで国ごとに集約さ

れていたが、各国で報告や公表の基準が違うた

め、医師や患者が他国での事例を知ることは難し

かった。 

ICIJ の調査では、医療機器メーカーは同じ機

器を世界中で販売している。技術の進歩により高

額で最新鋭の機器が開発され、使用が多く見込ま

れる 65 歳以上の人口も、2030 年までに世界で

10 億人に達するとされる。業界の年間売上高は

00 年の 1180 億ドル（約 13 兆円）から今年は 4

千億ドル（約 45 兆円）に増える見通しだ。 

＜埋め込み型医療機器の不具合、 

データベース化 ＩＣＩＪ＞ 

当会外部理事の佐藤陽介先生が平成 31 年 1 月

23日に亡くなられました。（享年 43） 

佐藤陽介先生は顧問弁護士としても当会運営に

ご協力いただき、多大な貢献をしていただきました。 

心から哀悼の意を表するとともに謹んでお知らせ

申し上げます。 

■■訃報■■ 
 

一方で、ある国でリコールや販売停止の処置が

取られた機器が、別の国では売られ続け、不具合

による健康被害が拡大している。ICIJ は、メー

カーの対応を批判するとともに、各国政府が医師

や患者に他国の情報を提供するシステムを欠い

ていると指摘した。 

2018 年 11 月 26 日（月）配信朝日新聞 

必要」とした。 

病院長は「肺動脈カテーテルの使用に関するル

ールに不十分な点があり、患者さんがお亡くなりにな

られたことを大変重く受け止めている。患者さんのご

家族に深くおわび申し上げます」と話した。 

2018 年 11 月 26 日（月）配信朝日新聞 
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危機管理委員会では、道臨工メーリングリストを用いて災害情報伝達訓練の実施を計画しております。災害時に

は、病院機能がダウンし患者や地域住民の生命に影響が及んでしまうため、被害状況について迅速に情報収集して、

支援・受援体制を構築することが必要になります。このような背景から、当委員会では災害時情報共有体制構築を

最優先として取り組んでいます。 

平成 30年度 北海道臨床工学技士会 災害情報伝達訓練 

① 災害情報伝達訓練の目的 

危機管理委員会では災害時情報共有シートを作成し、度重なる改訂を行ってきました。このシートを用いて

委員による災害情報伝達訓練のプレテストを実施し、災害情報の的確な発信・収集に役立つものになったと考

えております。災害対策に完全なものはないと言われておりますが、会員の皆様に災害時情報共有シート使って

いただき、よりよい形にしていきたいと考えております。 

＜目的＞ 

1. 技士会メーリングリストを使用した災害情報収集について確認を行い、課題を明確にする 

2. 災害時情報共有シートを使用して災害時に共有すべき情報の確認と周知を行う 

3. 所属施設の被害状況をリアルタイムに発信することが可能か確認する 

4. 所属する施設において被害想定と対策を考えるきっかけとする 

災害対策の構築に向け、皆様のご協力をお願い致します。 

危機管理委員会よりお知らせ 

② 災害情報伝達訓練の概要 

１. 日時  平成 31年 3月 2日 土曜日 10：00～12：00 の任意の時間 

※ 上記の時間内において、会員の皆様が都合よい時間に、北海道臨床工学技士会のメーリングリスト

をチェックし、災害情報を返信してください 

２. 対象  北海道臨床工学技士会 メーリングリスト登録者 

※ 施設に複数の登録者が在籍している場合は、予め参加者を決めていただいて、1名のみ参加をお願

い致します 

３. 内容 

1) 訓練開始時刻に、道臨工メーリングリストを双方向発信可能となるよう、設定変更します 

2) 危機管理委員会より災害内容をメーリングリストに送信します 

※危機管理委員会からメールを発信した時点で訓練災害が発生したこととします 

3) メーリングリスト登録者の皆様はメールの災害内容から、所属施設の被害内容を想像し、災害時情

報共有シートに基づき、技士会メーリングリストに送信願います 

※送信形式は、EXCEL データ、用紙を撮影したデータ、メール本文への入力など、任意の形式で

構いません 

※今回、メーリングリストは常時使用可能であった想定で訓練を行います 

メーリングリストは、災害時のみならずセミナーや学会の案内など、会員の皆様に有
益な情報を発信するためにも活用されます。 
公益社団法人 北海道臨床工学技士会 ホームページ メーリングリスト から参

加申し込みが可能となっております。 
技士会の情報網拡充のため、是非ともご参加ください。 

 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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このコーナーは、２０１7年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、２０１８年 3月に北海道科学大学を卒業し現在、社会医療法人 北海道循環器病院に

て勤務中の慶伊由梨さんです。 

 

北海道循環器病院 

慶伊 由梨 さん 

 

私は 2018 年 3 月に北海道科学大学 保健医療

学部 臨床工学科を卒業し、4月から社会医療法人 

北海道循環器病院に務めています。入職から 9 か

月が経ちましたが、当時と変わらない緊張感のも

と、日々の業務に当たっています。 

私は臨床工学技士として入職致しましたが、将

来的に器械出し業務を中心に行うため、看護部所

属の中材・手術室に所属しております。入職して

からの約 4 か月は、開心術や血管内レーザー焼灼

術の外回り業務、経食道心エコーの受け持ち業務

に携わりました。また、末梢血管の器械出しも 4

回ほど経験させて頂きました。現在は土曜日勤務

の独り立ちに向け、滅菌物の取り扱いを行う中材

業務を中心に行っております。 

手術室では出会う症例の種類と、手術を行う日

の予測ができないため、何時手術が入ってもいい

ように日頃から準備するような形で学習していき 

 

 

 

ました。特に自分は一つの業務を一つずつ習得し

ていく要領の悪さがあるため、上記で述べた各業

務全てを並行して覚えなければいけない時は、時

間が掛かってしまいました。限られた時間の中で

どう学べば良いのか悩む中、先輩看護師さんから

一度の手術で、できるだけ多くの内容を吸収する

ような視点を持って入る事を教えて頂きました。

術式の流れや、外回りとしての仕事、後に携わる

器械出しの手技の観察など、業務を行いながら見

るべき要点を指導して頂き、現在もまだまだ未熟

ではありますが、精進を心掛け頑張らせて頂いて

おります。 

実際に業務を行う中で、学生時代に得た臨床工

学としての知識や目線に加え、看護の目線で患者

さんについて考える事や、対応させて頂く事が多

く、循環器に関する解剖や薬品名の知識不足を痛

感しました。入職してから学習したことを書きた

めていた B6 のメモ帳は、厚さ 4.5 センチになり

持ち運ぶには重くなりましたが、この重さがいつ

か身を結ぶと信じ、学ぶ事を止めず、患者様の安

心・安全を守れるような医療人になりたいと考え

ております。 
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北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院  臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 
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